
 

とうきょう すくわくプログラム実践報告書 
所在 東京都港区 

園名 アスク芝浦 4 丁目保育園 

１．活動のテーマ 

<テーマ＞ 

 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

世界 

園の特色でもあるキャストプログラムは楽しむ心や学ぶ楽しさを感じられるプログラムとして子どもたちも

楽しみにしている活動の一つで、今回英語教室で言葉を話す中で、様々な国があり、様々な国旗の違いに着

目し探求できると更に興味が広がり楽しいかと考えたから。 

11 月から３月まで行い、月に 1 回ネイティブの講師を招致し他国の文化に直接触れる機会を創出することで

深く探究活動ができるようにした。その時点での子どもたちの興味関心をもとに問いかけや内容を考え、子

どもたちの反応や言葉によって次回の内容を柔軟に変えていけるようにした。 

11 月：＊＊＊＊＊講師の母国である国から興味を広げ日本以外の国に目を向けていった 

12 月：＊＊＊＊＊国旗の色塗りをして、いろんな国旗があることに気が付く 

1 月：＊＊＊＊＊自分だけのオリジナル国旗を考えてみる 

2 月：＊＊＊＊＊オリジナル国旗を描いてみる 

3 月：＊＊＊＊＊自分だけの国旗の発表（英語で言ってみる） 

国旗カード、国旗図鑑・えほん、地球儀、国旗カルタを準備し、いろんな国の情報が自由に見られる環境を作っ

た。 
また、クレヨンや色えんぴつを使って色を塗り、いろいろな国旗を知ることが出来るようにぬりえを用意した。 

 

 



 ４．探究活動の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3 歳児実施分】 

問いを考える： 「みんなが住んでいるところはどこ？」自分の国を確認しながら他の国にも目を向けてい

き、その中で国旗の存在に気が付く。英語講師の母国を知りみんなが住んでいる日本とアメリカの国旗を比

べて見たり、カードを使って「どんな食べ物があるかな」「これは日本かな？アメリカかな？」と言って環

境の違いや文化の違いに気が付ける問い掛けをし、みんなで考えた。自分だけの国旗をつくるとしたらどう

いうのがいいかな。などイメージが広がる声掛けをしていった。 

探究活動の様子：  

日本と他の国の違いに興味を持ち、中でもアメリカの国旗のデザインに「知ってるよ。見たことあるよ。い

っぱい星がついているんだよね」と言って強い興味を示していた。国旗の色塗りをする英語教師と一緒に

「ブルー」や「レッド」と英語の発音をしながら楽しんでいた。その後、他の国の国旗にも目を向け、図鑑

を見たり、年上児と一緒に国旗カルタなども楽しむようになった。ブロック遊びでは「なんか、ブロックで

も国旗が作れそうな気がする」と言って、友だちを誘って一緒に色を集めたりしながら遊ぶ姿があった。色

を集めたり、並べたりしながら楽しむ姿があり、「見て。見て」と言って友だちや保育士に得意げに見せて

いた。自分だけのオリジナル国旗作りは、色を意識し、好きな形を描いて楽しんでいた。 

ふりかえり（保育士の気づき）： 

日本以外の国があることは知っているが、国旗に着目していくなかで興味がわいたように感じた。国旗を見

ていくうちに色の組み合わせや形に興味が沸いてきて遊びにとりいれたりしていた。図鑑やカルタを使って

年上の子と一緒に遊ぶことで、いろんな知識が身についていた。 



 

  

【4 歳児実施分】 

問いを考える： 「日本とアメリカはどこがちがうのかな」の問いかけに国旗の模様が違うことに気が付い

た。カードを使って日本はどっちだクイズを行い、食べ物やスポーツから文化の違いを感じた。「国旗はい

ろんなのがあるんだね」というと色や形にの違いに着目し始める。「自分だけの国旗を作るとしたらどんな

国旗がいいかな」とイメージが広がるように問いかけていった 

探究活動の様子：  

アメリカと日本の違いを問いかけ、イメージがわきやすいように絵カードを見せると、自分たちで知ってい

ることを口にし、興味を持ち始めた。アメリカの国旗の色を塗る際は、星が気になり、数を数え友だちと共

有していた。「しましまだね。これはどっちの色から塗るのかな？」と言って絵を見て塗っていた。英語講

師に色を英語で発音してもらい真似たりしながら楽しんで行く姿があった。 

自由あそびの際は、積み木で作ったサッカーゲームでは、いろんな国を対戦させて遊んでる様子も伺えた。 

オリジナル国旗作りは国旗図鑑やカードを見てイメージを膨らませながら描いていた。また、「自分の国旗

を英語で紹介できる？」と問いかけると、「I Like Red」と自分なりに応えたり、英語講師に聞いたりしな

がら英語で発音することも楽しんでいた。みんなの前で発表する際は、「This is flag」と言って紹介をして

いました。 

ふりかえり（保育士の気づき）： 

日本と他の国の違いから、国旗を通していろいろ広がっていく様子が伺えた。英語講師が英語で質問しなが

ら色塗りなどを進める中で、英単語を覚えたり友だちに教え合ったりする姿があった。色に興味が出たり、

色の配色で国をイメージしたりすることも増えた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

【5 歳児実施分】 

問いを考える： 「世界には国旗があること知っている？」と言う問いかけから自分たちの母国の国旗を思

い浮かべて特徴を話し、知っている他の国の国旗もそれぞれ口にする。カードを見せどっちが日本かのクイ

ズをすると、「すもう・富士山・寿司は日本だよね」日本の特徴を感じていた。いろんな国を見ていく中で

子どもの興味から、自分だけのオリジナル国旗を作るとしたらどんなデザインにするか問いかけるとイメー

ジを広げる為に更に興味が広がりいろんな国旗を見て探求していく様子があった。 

探究活動の様子：  

自分の国の国旗の特徴を話し合い、英語講師の母国のアメリカの国旗にも興味を持った。それぞれの国の位

置を地球儀で確認し、カードを並べ食べ物や文化の違いを感じながら自分の知っている知識を伝えている子

どももいた。アメリカの国旗を見ながら色を塗ると、「星がいっぱいだね」「いくつあるのかな」

「1.2.3.・・・」と星の数を数えると「今は 50 個あるんだよ」「昔は 13 個だったんだって」と知っている

知識を友だちに教えながら興味を持っていた。「シマシマって赤と白だったよね？どっちからはじまるのか

な」「どっちでもいいんじゃない？」「赤から始まってるよ」など色の順番も気にしていた。部屋に図鑑や

カルタなどを置いておくと、普段の遊びの中で更に興味を持ちはじめ、遊びに取り入れる姿があった。国旗

カルタでは、「アメリカあったよ」「アメリカの星の数は州の数なんだって」と話しながら更に興味を深め

て行く様子があった。また、3 人ずつのグループに分かれて問題を出し合いながら国をあてていくゲームを

行った。「黒と赤と黄色」と言うと、「あ、あれあれ！ドイツ！！」と頭に浮かんできた国旗を得意気に言

い当てる姿もあった。いろんな国のいろんな国旗を見た子どもたちに「みんなだったらどんな国旗がいいか

な？」と問いかけると「やっぱり星はついていた方がかっこいいかな・・」「色はいろんな色にしたい」と

イメージを膨らませながら話す姿もあった。「自分だけの国旗をデザインしてみる？」と問いかけると「う

ん。いいね」と言って更にイメージを膨らませていった。いろんな国旗を見て更にイメージがわくようにグ

ループに分かれ図鑑を開きながらそれぞれの国旗の特徴をはなしあった。いざデザインをしようとすると難

しくて悩む姿もあったが一人が描き始めると自分の好きな形や色を入れながら楽しんでいた。英語講師が英

語で色や形について質問したりしながら英語でも特徴が分かるようにしていった。最後はみんなに見せて英

語で発表をした。発音の仕方や単語がわからない時は講師にどのように言えばよいか質問をし、真似て発表

を行っていた。 

ふりかえり（保育士の気づき）： 

元々、世界に目を向けたり国旗に興味がある子もいたが、あまり興味がなかった子も巻き込まれて楽しく探

求していく姿があった。驚いたことに子どもたちが元々知っている情報や知識も高くそれを周りに伝えてい

く事で更なる興味に繋がっていた。園外保育に出た際も、お店の前にでていた看板に国旗があると「アルゼ

ンチンの国旗があった」と目に留まったり、色の並び順をみて「フランスみたいだね」と子どもたち同士で

話している様子もあった。 
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